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●  令和2年度卒業生･修了生（及び退学者･除籍者）のアカウント削除について 

 3月で卒業･修了する学生（及び退学･除籍となる学生）が利用していたアカウントは4月以降は廃止となり利用できなくなり

ます（大学院に進学される学生も対象です）。 このことに伴い、在学中に作成･保存したデータもアカウントと共に削除され

ます。削除されたデータは後日復元することはできませんので大切なデータは各自で全てバックアップしておいて下さい。 

 

【アカウント削除の対象】 

・令和3年3月に卒業(修了)する学生 

 （学部/研究生→修士、修士→博士など進学する学生もアカウント削除の対象です。進学時に新規にアカウントが発行されます。） 

 

・令和3年3月31日時点で大学の籍を失った退学･除籍等の学生 

 

【アカウント削除の手続きの日程】  

 令和3年4月１日より順次 

 《この日の前日までに必要なデータは全てバックアップしておいて下さい》 

【利用できなくなるもの】 

 ・パソコンの学内ネットワーク接続認証 

 ・学内に開設しているウェブサイトの利用  (http://www.u-gakugei.ac.jp/~アカウント名/ 以下のファイル) 

           (http://local.u-gakugei.ac.jp/~アカウント名/ 以下のファイル) 

 ・ファイル共有システムの利用 

 ・大学が提供しているMicrosoft 365のメール以外のサービス(Microsoft 365 Apps(Office製品)・OneDrive・Teams等) 

 ・その他情報処理センターシステムの利用、及びシステムにて作成･保存したデータの利用 
       

【大学メールアドレスについて】 

 ・卒業生、修了生および満期退学者   … 東京学芸大学卒業生生涯メールアドレスとして卒業後も継続して利用できます。 

 ・退学者および除籍者 … 大学メールアドレスは利用できなくなり、メールデータもすべて削除されます。 
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●  Teamsのチーム管理について（教員退職者向け） 

 授業・研究室等で作成されたTeams上のチームについて、退職される際に不要になったり、別の先生に引き継
ぐことがあるかと存じます。 

 

 退職される先生で管理されているチームがある場合、以下の画像のようなチーム名の右にある「・・・」より以
下の通りの操作をお願いします。 

 

・チームが不要な場合 

 「チームの削除」 

 

・引き継ぐ場合 

 「チームの管理」→メンバータブにて、メンバーの中から新たな所有者を指定してください。所有者は複数指定
することができます。 

 

● 学外ドメイン（u-gakugei.ac.jp以外）で取得したサイトを廃止する際の注意 

 大学のウェブサイトは、http://www.u-gakugei.ac.jp/のドメイン名が一般的ですが、時限的なプロジェクト等でこれらとは異な
るドメイン名でウェブサイトを作成されている場合があります。 

 ドメイン名を廃止、もしくは登録更新をしない場合、一定期間経過した後に、第三者がそのドメイン名を登録できるようになり
ます。 

 廃止したドメイン名であっても、他のウェブサイトからのリンクや、検索エンジンの検索結果に残り、 

アクセス数などが見込めることなどから、そのドメイン名が関係のない第三者に登録され悪用される可能性があります。（次
ページ図参照） 

 実際に本学でも過去に終了した事業用に取得していたドメインが通販業者に使用されたという事例が発生しております。 

 事業等のウェブサイト用に取得した学外ドメインを廃止する場合、以下を行ってください。 

 

・該当のドメインを使ったウェブサイトが終了することを廃止前に周知 

・学内サイトにある廃止するドメインへのリンクを全て削除 

・管理外のウェブサイトにあるリンクはサイト管理者に削除するよう依頼 
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◆ ICTセンターサービス紹介  

● 情報メディアカフェオフィス利用実績 

 ICTセンター1号館1階にある情報メディアカフェオフィスでは、遠隔授業等に役立つ以下のサービスを提供しております。 

・メディア変換 

・機材貸し出し 

・遠隔授業収録 

利用実績は右図の通りです。詳しくはリンクをク

リックしてください。遠隔授業収録はこちらより申

請することができます。 

https://mc.u-gakugei.ac.jp/inservice/av/post-61.html
https://mc.u-gakugei.ac.jp/inservice/av/av.html
http://mc.u-gakugei.ac.jp/media/
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国立大学法人 東京学芸大学  

ICTセンター 情報システム室 

  □TEL  042-329-7710        □FAX   042-329-7711   

  □URL   http://www.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/ 

  □E-mail   

 もう少しで令和２年度が終わろうとしています。今年度はコロナで始まりコロナで終わるという、とんでもない年でしたね。ほと

んどの人が未経験のオンライン授業や対面授業とオンライン授業の融合（ハイブリッド型）を駆使して、何とか乗り切ったと思

います。来年度は対面授業の有難さを感じつつ、オンライン授業も取り入れ・・・なんてポジティブシンキングで頑張っていただ

きたいです。そのための援護はしっかりやらせていただきます！ 

 今回のflick!ですが、この時期大切な年度末のお知らせが主になります。しっかりご覧になり「立つ鳥跡を濁さず」でお願いし

たいと思います。 

 個人的には在宅勤務より出勤したい派。何故かと言うと、喋ってないと具合が悪くなるから（苦笑）。対話って大事。電話でも

対面でもどっちでもいいのだけど、最近はteamsのメッセージのやり取りで仕事が進むのが若干寂しいところ。だから世間では

「Clubhouse（音声SNS）」が流行っているのかな。やらないけど。（前） 

編集後記 

◆ ICTセンターサービス紹介  

● 大判プリンタの令和元年使用状況 

 大判プリンタでは、最大B0ノビ(1118mm×1580mm)相当のポスターや、立て看板・横断幕などの印刷を行うこと

が出来ます。詳しくは大判プリンター利用の手引き（学内のみ下記URLからダウンロード可）をご覧ください。但

し、利用は教職員に限られています（印刷時の学生使用は可）。 

 令和2年は新型コロナウィルスの影響で利用は少なく、利用件数は45件172枚(*1)にとどまりました。令和元年

（262件795枚)より大幅に減少しています。 

 (*1)B1ｻｲｽﾞは2枚でB0ｻｲｽﾞ1枚,A2ｻｲｽﾞは2枚でA1ｻｲｽﾞ1枚に換算して集計 

 

 

大判プリンタ利用の手引き 

(http://local.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/download/large_printer_manual.pdf)  

大判印刷予約状況  

（http://local.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/lgprn/ipcreserve.php) 

http://www.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/
http://www.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/
http://local.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/download/large_printer_manual.pdf
http://local.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/download/large_printer_manual.pdf
http://local.u-gakugei.ac.jp/~ipcenter/lgprn/ipcreserve.php

